「万治の石仏」商標登録し地域振興に　下諏訪　　6月6日（金）
　諏訪郡下諏訪町の下諏訪商工会議所は、諏訪大社下社春宮近くにある石像「万治の石仏」（町指定文化財）の名称を商標登録し、会員の事業所が製造・販売する菓子やパンなどに無償で使ってもらう取り組みを始めた。画家の故岡本太郎さんが「こんな面白いもの見たことない」と絶賛したユニークな石仏の名を使った商品を幅広く販売し、地域振興や観光客へのＰＲを促す狙いだ。

　県商工会議所連合会や県商工会連合会などによると、県内の商議所や商工会が同様の取り組みをすることは「聞いたことがない」という。

　同商議所によると、万治の石仏の商標は、菓子店を営んでいた町内の男性が１９７８（昭和５３）年に登録した。１０年ごとに更新していたが、同店は近年廃業。商標の期限が今年で切れることもあり、男性は２月、商標の無償譲渡を商議所に申し出た。別の人が商標取得するのを防ぐため商議所は譲渡に同意、３月に商標権が移転された。
　特許庁審査業務部の説明では、商標は、名称と用途が同時に広く知られているものなどは登録できない。万治の石仏の場合は、菓子などへの使用で許可された。商標の所有権を商議所にすることで、使用許可を得た会員事業所であれば「万治まんじゅう」や「万治パン」といった名称で自由に商品を売り出せる。
下諏訪商議所は下諏訪菓子組合を通じて商標の使用を会員に呼び掛け、現在、町内の菓子店から３件の問い合わせがあるという。河西正一副会頭は「万治の石仏を町外の人にも広めたい。町民にもより一層愛着を持ってほしい」と話している。
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下諏訪商議所が名称を菓子などに使う商標として登録した「万治の石仏」
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